　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成16年3月吉日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寒川国際交流協会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　小林　隆

　謹啓

　平素は寒川のさむかわ国際交流協会の活動にご理解ご協力賜りまして感謝申し上げます。

当協会も発足10周年を迎えようとしております。そこで本年度から青少年異文化交流プログラム（ＳＡＣＣＥＳＳ）を企画し、この3月春休みには町内の7名の中学生をアメリカに派遣し短期ホームステイを体験してもらう予定です。

　他方、偶々、町内在住のペルー出身のカルロス氏より、ペルーの少年サッカーチームと寒川のサッカー少年たちとの交流試合をしたいという申し入れがありました。そこで、今回、寒川サッカー協会少年委員会のご協力を賜り、下記の通りペルーチームを受け入れ、サッカー交流を実施する運びとなりました。

寒川での青少年対象の国際スポーツ交流は今回が初めてですが、是非気持ちよくお迎えし、心に残る思い出と熱い友情が生まれることを祈念したいと思います。

　なお、せっかくの機会ですので、滞在は寒川の少年サッカーの、子どもさんの家をホストファミリーとして、ホームステイを計画しておりますので、ご理解、ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　記

　　　　　　　　さむかわ国際交流協会10周年記念事業

　ペルー＊日本　　　　　青少年サッカー交流プログラム実施計画
　　主催　寒川国際交流協会　協力　寒川町サッカー協会少年委員会

１、目的　　（１）日系ペルー人として、日本の文化や生活様式を実際に見聞し、祖国日本の姿を理解していただく。
　　　　　　（２）ホームステイを通して、日本人の家庭生活を体験し、心と心の（heart to heart）国際理解を育てる。
　　　　　　（３）スポーツ（サッカー）競技を通して、子どもたち相互の友情を育む
２、日程　　　２００４年４月２９日（木）～５月１０日〈月〉の1２日間

　　　　　　　この間、寒川町内のサッカー少年の各家庭に滞在し、交流試合や学校見学、その他社会見学を行う。※　スケジュールは別紙
３、学校名　　La Union Primary School &　High School（日系人子弟の小中一貫学校）
４、来日者　　サッカークラブ監督　教員　父母　ＰＴＡ代表各1名、生徒（11歳～9歳の男子）1５名、計　２０名

ペルー・サッカーチーム滞在スケジュール

４／２９（木）　　　　（ペルー・リマ市フォルフェ・チャべス空港）―アトランタ―成田空港着

　　　　　　　　　　　（バス）――――興全寺泊

４／３０（金）　　　　　学校訪問（小学校）　　　　　　　　――――寒川町長表敬訪問
寒川神社見学　　　　　　　→ホストファミリーと面会各家庭へ

５／１　（土）　　　　　

５／２　（日）

５／３　（月）

５／４　（火）

５／５　（水）

５／６　（木）　　　　　ディズニーランド見学（ホストファミリーも参加可）バスをチャーター

５／７　（金）　　　　　学校訪問（小学校）

５／８　（土）　　　　　箱根バスツアー
５／９　（日）　　　　　さよならパーティー（国際交流協会／寒川サッカー協会・少年サッカーチーム）

５／１０（月）　　　　　成田から帰国

　　国際交流ホ　ー　ム　ス　テ　イ　に　ご　協　力　下　さ　い！！


ペルー／寒川　　青少年サッカー親善交流

ホームステイ希望申込書

1、 　　　小学校　　　学年　　氏名　　　　　　　　　　　　　

2、 保護者氏名　　　　　　　　　　
3、 住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
4、 電話番号

5、 希望する日数　　　　　日間（　月　日～　月　日まで）

6、 何人お願いできますか？　1人　　2人　　3人

いずれか○をして　下さい。　

　　　　　　各チームのコーチの方にご提出下さい。

（コーチの方よろしくお願いいたします）　連絡先　０４６７－７５－６０６２（菊地）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ　０４６７－７３－０５６８

来日する子どもは１０から1１歳（５、6年生）男子です。


ホームステイ協力者のためのオリエンテーションを1～2回開催します。


４／３０～５／９まで、何日間でも結構です（役員が調整し連絡します）。


▼　ホストファミリー申込み締切は4月15日（木）までとさせていただきます（ただし、希望者が多い場合は早めに締め切らせていただきます。


このプログラムを依頼された方は、ペルー人のカルロスさん(寒川国際交流協会会員)で、現在宮山に在住で、二人の子供さん（タダシ君とハツミさんー寒川中学校、県立鶴嶺高校在学）の父親です。カルロスさんは会社員で、土、日はペルーの民族舞踊などの指導やスペイン語教室の講師などで忙しい毎日を過ごしておられます。奥様はハルエさん（日系人）といい、祖父母が日本からペルーの日本人町に移住したそうです。


今回来日する学校は、リマ市内の日系ペルー人のための学校で、暦や学校行事などもすべて日本式で、ゴールデン・ウィークを利用して、4年前も日本の子どもたちと野球交流するために来日しています。言葉はスペイン語ですが、日本語も少しできるようです。外国人と直接ふれあい、国際感覚を子供のうちに養うには最適のチャンスといえるのではないでしょうか？


申し込み希望者は所定の用紙に書いて、コーチに提出下さい。


お問い合わせは、７５－６０６２（興全寺・菊地）までお願いします。





サッカー交流試合（日程／対戦チーム検討中）


サッカーのない日は、ホストファミリー


と終日自由行動


（少年委員会でお願いします）











お願いしたい子どもは、全部で18人です。


二人一組が理想かなと考えています。


付き添いの大人（監督・教師・父母）は4人です。もし、大人でもかまわないという方がありましたらご連絡お願いいたします。


全員決定しだい締め切らせていただきます（一応、締め切りは4月15日です）








